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▲
森
下
評
議
員

本
堂
恒
祭
を
畢
行
せ
ら
れ
、
會
員
一
同
奉
仕
す
。
會

▲
席
時
講
演

帝
闊
大
學
敦
授
文
學
博
士
武
内
義
雄
先
生
の
上
洛
を

機
と
し
、
出
講
を
乞
う
て
臨
時
講
演
會
を
開
送
「
儒

数
の
過
去
と
牌
末
」
の
演
題
下
に
、
前
後
三
時
間
に

亘
る
講
演
あ
り
。

月
十
九
日
逝
去
せ
ら
る
。

評
議
員
森
下
博
氏
同
年
三
月
二
十
日

△
昭
和
十
七
年
十
月
十
日

▲
一
瀬
評
議
員

評
議
員
一
瀬
粂
吉
氏
昭
和
十
八
年

幹

事

酒

井

金

太

郎

定）

（
講
演
筆
記
は
次
撫
に
掲
載
の
豫

本

會

記

事

閾
洲
十
；
藤
井
藍
田
古
一
月
大
襲
平
八
郎

本
建
築
史
通
俗
講
演

九
月
加
藤
竹
里

十
月
五
井

同
年
十
月
十
九
、
二
十
一
の
雨
日
東
北

子
、
支
那
語

土
曜
講
演

佛
像
彫
刻
の
研
究
、
日

牧
載
）

韓
非
子
、
木
曜

終
つ
て
京
都
帝
國
大
學
敦
授
文
學
博
士
澤
潟
久
孝
先

逝
去
せ
ら
る
。

▲
大
久
保
評
議
員

▲
現
行
講
義
、
謂
演
科
目

十
八
史
略
、
火
曜

萬
葉
集
、
唐
詩
絶
句
、
金
曜

孟

生
の
「
古
典
と
古
語
」
と
題
す
る
講
演
あ
り
。
〈
別
項

支
那
語
、
論
語
音
讀
、
水
曜

定

日

講

謡

月

曜

論

語

▲
記
念
祭
典

昭
和
十
七
年
十
月
十
日
記
念
祭
典
執
行

七
月
十
三
日
嚢
去
せ
ら
る
。

懐

徳

堂

記

事

慎

礁

堂

記

事

評
議
員
侯
爵
大
久
保
利
武
氏
同
年

四
四



た。

本

會

記

事

天
沼
先
生
の
指
導
で
天
野
山
金
剛
寺
の
國
賓
建
築
見

易
ぐ
。

す

四
五

列
し
た
。
嘗
日
本
堂
よ
り
捧
げ
ら
れ
た
哀
僻
を
左
に

ら
れ
た
會
堂
に
て
畢
式
せ
ら
れ
、
會
員
十
敷
名
が
参

南
盪
見
學
會
を
催
す
、

一
行
三
十
名
、
雨
中
を
和
歌

浦
會
館
に
至
り
、
和
中
金
助
氏
所
織
の
祇
園
南
海
、

桑
山
玉
洲
、
野
呂
介
石
の
遺
墨
遺
書
多
数
を
、
敷
回

農
宗
先
生

の
説
明
を
拝
罷
し
て
、
夕
暮
漸
く
霙
れ
し
浦
曲
の
秋

景
色
を
眺
望
し
て
蹄
阪
。

△
十
一
月
二
十
二
日

學
、
終
つ
て
曾
我
部
同
寺
住
職
よ
り
同
寺
の
沿
革
と

拝
聾
、
差
加
者
互
十
名
を
超
え
非
常
な
盛
會
で
あ
っ

△
昭
和
十
八
年
一
月
一
日

會
員
敷
名
蓼
堂
、
先
師
僑
諸
先
生
の
誹
位
を
拝
し
、

△
―
―
一
月
二
十
八
日

三
月
二
十
五
日
京
都
に
て
昇
天
さ
れ
た
中
井
家
の
後

裔
、
中
井
木
菟
麻
呂
先
生
の
告
別
式
が
、
午
後
、
大

阪
石
町
の
大
阪
正
数
會
に
て
畢
行
せ
ら
れ
た
。
木
犀

が
香
る
庭
に
謳
壽
草
と
水
仙
の
花
と
が
雨
に
濡
れ
て

中
井
黄
裳
先
生
哀
僻

0

0

0
 

0
 

嗚
呼
黄
裳
先
生
名
門
之
出
以
儒
承
家
學
徳
館
高
夙
懐

0

0

0

0
 

0
 

隧
操
高
尚
共
事
壽
盆
以
長
志
愈
以
堅
甚
嗜
離
騒
頗
有

0

0

0
 

0
 

0
 

才
藻
兼
精
國
學
吟
味
以
娯
常
語
人
曰
復
興
奮
館
以
振

0

0

0
 

0

0
 

女
學
纂
修
遺
害
以
防
散
亡
織
承
祖
志
以
棲
峨
山
是
吾

ゐ
る
。
櫻
花
、
黄
水
仙
な
ど
、
く
さ
ぐ
さ
の
花
に
飾

に
わ
た
り
展
観
、
共
の
度
毎
に
夫
々
源

△
十
月
十
七
日

誌
懐
徳
第
二
十
腕
を
刊
行
。

吉
田
先
生
に
賀
詞
を
奉
る
。



姫
路
繹
よ
り
バ
ス
に
て
害
寓
山
麓
に
至
り
登
攀
十
八

△
五
月
二
日

れ
て
蹄
阪
。
蓼
加
者
約
五
十
名
。

輸
山
麗
の
大
誹
誹
社
に
翠
拝
し
―
―
千
六
百
年
奉
祝

に
就
て
臨
地
講
演
を
邦
聰
、
櫻
井
騨
よ
り
徒
歩
に
て

生
の
指
導
に
て
先
づ
耳
成
山
に
登
り
て
、
萬
葉
遺
蹟

新
し
い
が
、
配
置
が
黄
槃
宗
の
代
表
的
な
も
の
で
あ

閥
急
上
六
に
集
合
し
耳
成
騨
に
下
車
、
澤
潟
久
孝
先

ら
る
A

天
沼
先
生
の
指
導
に
て
、
全
部
江
戸
時
代
で

本

會

記

事

0

0

0

 

0
 

0
 

願
也
年
壽
徒
高
志
業
弗
及
是
吾
憂
也
然
齢
盆
進
腸
疾

0

0

0

 

0
 

0
 

為
累
事
典
志
違
不
果
共
意
壽
誨
陥
畢
命
輯
帯
突
祝
壽

0

0

 

0
 

0
 

0
 

0
 

之
説
共
為
識
乎
墜
呼
事
成
不
成
天
命
存
焉
華
骨
天
柴

0

0

0

 

0
 

0
 

既
名
共
居
今
将
何
言
可
以
瞑
突
遺
文
在
室
永
以
不
朽

~
 

0
 

0
 

0
 

0
 

0
 

唯
恨
無
嗣
有
一
妹
耳
痛
哉
姦
弔
共
雲
敬
展
哀
誠

△
四
月
二
十
五
日

館
に
て
休
慈
、
績
い
て
丹
波
市
騨
下
車
石
上
神
祉
に

参
拝
し
、
最
後
に
様
本
繹
附
近
な
る
人
麿
歌
塚
を
訪

建
築
の
こ
と
は
賓
地
を
見
な
い
と
わ
か
ら
ぬ
と
仰
辻

1

行

丁
に
し
て
圏
教
寺
々
務
所
に
至
る
。
休
慈
後
、
天
沼

俊
一
先
生
の
御
説
明
に
て
敷
々
の
國
賓
建
築
を
見
學

し
、
内
海
の
風
光
を
眺
望
し
つ
A

下
山
す
る
。

二
十
敷
名
。

△
五
月
二
十
三
日

る
と
い
ふ
黄
槃
宗
の
本
山
、
宇
治
の
萬
幅
寺
の
伽
藍

を
見
學
す
る
。
會
員
約
五
十
名
集
る
。

△
五
月
―
―
-
＋
日

王
寺
靡
下
車
、
澤
潟
先
生
の
先
導
に
て
、
會
員
二
十

名
、
先
づ
龍
田
神
社
に
参
拝
し
、
龍
田
川
附
近
の
萬

葉
遺
蹟
を
探
り
、
長
屋
王
の
幽
に
頓
か
づ
き
、
平
群

繹
よ
り
乗
車
、
生
駒
繹
に
て
先
生
と
別
れ
蹄
阪
す
。

四
六



故
大
久
保
侯
爵
告
別
式
参
列
に
就
て

列
記
事
を
左
に
掲
ぐ
。

昭
和
十
八
年
七
月
十
五
日
午
前
十
時
東
京
青
山
齋
場

太

田

勘

兵

術

表
し
幹
事
太
田
勘
兵
衛
君
巻
列
す
、
太
田
幹
事
の
睾

が
東
京
の
宵
山
齋
場
に
て
學
行
せ
ら
合
本
會
を
代

四
七

じ
、
拝
證
し
て
退
下
致
し
ま
し
た
。
因
に
記
念
會
よ
り

直
に
懐
徳
堂
記
念
會
か
ら
託
さ
れ
た
哀
僻
を
霊
前
に
獣

故
大
久
保
侯
爵
告
別
式
参
列
に
就
て

つ
て
頂
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
、
そ
れ
は
現
在
の
懐
徳
堂

を
建
立
し
ま
す
時
の
長
官
で
あ
ら
せ
ら
れ
た
大
久
保
様

が
、
萬
一
の
時
は
、
必
ず
忘
れ
ず
に
参
つ
て
下
さ
い
」

と
の
お
話
に
因
る
の
で
す
。

七
月
十
五
日
午
前
十
時
青
山
齋
場
に
到
着
し
ま
し
て

+
―
―
一
日
斃
去
せ
ら
れ
た
大
久
保
利
武
侯
爵
の
告
別
式

時
に
太
田
さ
ん
、
も
う
一
度
必
ず
東
京
の
お
葬
ひ
に
行

源
先
生
の
指
導
に
て
京
都
西
本
願
寺
の
國
費
襖
綺
建

築
等
を
見
學
し
、
そ
れ
よ
り
市
電
、
大
宮
今
出
川
停

の
襖
綺
屏
風
綺
に
就
て
の
御
譜
演
を
拝
聴
し
、
見
學

△
七
月
十
五
日

れ
た
、
私
の
如
き
も
の
が
堂
友
會
を
代
表
し
て
故
侯
爵

一
寸
楚
に
考
へ
ら
れ
る
、

が
、
事
は
大
正
十
三
年
夏
、
懐
徳
堂
記
念
會
創
立
者
、

嘗
時
の
記
念
會
理
事
長
永
田
仁
助
様
に
伴
は
れ
上
京
の

途
中
、
車
中
の
永
田
様
が
「
今
日
は
御
苦
勢
で
す
な
、

す
。
睾
加
者
約
百
名
、
盛
會
を
極
む
。

故
西
村
碩
園
先
生
の
告
別
式
に
、
聴
講
生
代
表
と
し
て

留
所
附
近
の
妙
蓮
寺
に
到
り
休
甜
後
、
先
生
の
同
寺

の
告
別
式
に
参
列
し
た
事
は
、

△
六
月
二
十
七
日

に
て
、
故
大
久
保
利
武
侯
爵
の
告
別
式
が
執
行
は
せ
ら




